
能代市週休２日制工事実施要綱 

（趣旨） 

第１条 この告示は、本市が発注する週休２日を確保する工事（以下「週休２日制工

事」という。）の実施に関し、能代市財務規則（平成１８年能代市規則第４４号）

及び能代市建設工事入札制度実施要綱（平成１８年能代市告示第１２号）に定める

もののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

（１） 週休２日 対象期間中の全ての月又は対象期間内において、土日に限定せ

ず４週８休以上の現場閉所（現場閉所率が２８．５％以上の状態をいう。）

を行うことをいい、週休２日交替制を含むものとする。ただし、対象期間中

の全ての月で本文の現場閉所を行う場合において、暦上の土曜日及び日曜日

の閉所では現場閉所率が２８．５％に満たない月があるときについては、そ

の月の土曜日及び日曜日の合計日数以上に閉所を行っている場合に、４週８

休以上の現場閉所を行っているものとみなす。 

（２） 週休２日交替制 工程上の制約がある工事等で現場閉所を行うことが困難

な工事について、現場作業等に従事する技術者及び技能労働者が交代しなが

ら、対象期間中の全ての月又は対象期間内において４週８休以上の休日確保

（休日率が２８．５％以上の状態をいう。）を行うことをいう。 

（３） 対象期間 工事着手日から工事完成届提出日までの期間（発注する工事の

区分に応じ、秋田県が定めた当該工事の区分に対応する週休２日制工事に関

する運用（以下「工事区分に対応する県運用」という。）で定める対象期間

の除外期間に準じた期間を除く。）をいう。 

（４） 現場閉所 １日を通して現場や現場事務所が閉所された状態（降雨、降雪

等による予定外の現場閉所並びに現場事務所での事務作業及び巡回パトロー

ル、保守点検その他の現場管理上必要な作業の休止を含む。）をいう。 

（５） 現場閉所率 対象期間内の現場閉所を行った日数の割合をいう。 

（６） 休日率 対象期間内に現場に従事した施工体制台帳上の元請け及び下請け

の全ての技術者及び技能労働者が取得した休日日数の割合の平均をいう。 

（休日作業等） 

第３条 受注者は、休日に現場代理人等が作業に従事する場合は、当該作業に従事す

る日（以下「休日作業日」という。）及び当該休日の振替日を休日作業日の前日ま

でに市に届け出るものとする。 

２ 市は、次に掲げる行為を休日に受注者に行わせることができる。この場合におい



ては、当該行為を行った日を休日として取り扱うものとする。 

（１） 工事現場の周辺で発生した災害に対する応急対応 

（２） 工事現場の安全を確認するための巡視活動 

（３） 工事現場の安全を確保するための警備活動 

（４） 作業の緊急性その他やむを得ない事由により、市の指示で行う作業 

（対象工事） 

第４条 市は、全ての工事を対象に、週休２日制工事の実施を指定した上で発注する

ことを原則とする。ただし、市が週休２日制工事に適さないと判断した工事は除く。 

２ 市は、週休２日制工事を発注した場合において、週休２日制工事の継続が適当で

ないと判断したときは、週休２日制工事の指定を解除することができる。 

（工事成績評定） 

第５条 週休２日制工事の成績は、能代市工事成績評定要領（平成１８年３月２１日

総務部長決裁）の規定に基づく評定（以下「基本評定」という。）を基本とし、秋

田県が定める秋田県週休２日制工事実施要綱の工事成績評定に係る規定に該当する

場合については、当該要綱の規定を準用することにより、基本評定に加点し、又は

減点するものとする。 

（工事費の積算） 

第６条 市は、工事区分に対応する県運用で定める積算方法を準用することにより、

各経費に補正係数を乗じるものする。 

（その他） 

第７条 この告示に定めるもののほか、週休２日制工事の実施に関し必要な事項は、 

市長が別に定めるものとする。 

附 則 

 この告示は、令和６年１０月１日から施行し、同日以後に公告又は公募する工事か

ら適用する。 


